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　はじめに

アオバダイ科魚類 Glaucosomatidae はアオバダ

イ属 Glaucosoma のみからなり，世界にアオバダ

イ G. buergeri Richardson, 1845, G. hebraicum 

Richardson, 1845, G. magnificum (Ogilby, 1915), お

よび G. scapulare Ramsay, 1881 の 4 種が知られて

いる（McKay, 1997）．このうち，日本からはアオ

バダイのみが報告されている（林・萩原，2013）．

アオバダイは鹿児島県において，県本土南岸

と上甑島からのみ報告されていた（林，1976；林・

萩原，2013）が，鹿児島県の魚類相調査の一環で，

大隅諸島から 3 個体，トカラ列島から 1 個体のア

オバダイが得られた．これらの標本は薩南諸島に

おける本種の標本に基づく初めての記録となるた

め，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Hubbs and Lagler (1947) にし

たがった．標準体長は体長と表記し，計測はデジ

タルノギスを用いて 0.1 mm までおこなった．各

種の生鮮時の体色の記載は，固定前に撮影された

鹿児島県産の 4 標本（記載標本の項を参照）のカ

ラー写真に基づく．標本の作製，登録，撮影，お

よび固定方法は本村（2009）に準拠した．本報告

に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に保管されており，上記の生鮮時の写

真は同館のデータベースに登録されている．

　結果と考察

Glaucosoma buergeri Richardson, 1845

アオバダイ　（Figs. 1–2; Table 1）

　標本　4 個体（体長 299.5–550.0 mm）：KAUM–I. 

57887，体長 343.0 mm，大隅諸島馬毛島と種子島

の 間（30°44′N, 130°54′E），2013 年 12 月 16 日，

刺網（種子島漁業協同組合にて購入），高山真由美；

KAUM–I. 57959，体長 550.0 mm，大隅諸島種子

島 東 岸， 中 種 子 町 熊 野 東 方（30°28′13″N, 

130°58′32″E），定置網，2013 年 11 月 18 日，高山

真由美；KAUM–I. 68567，体長 480.0 mm，トカ

ラ列島口之島北方（30°01′N, 130°11′E），釣り（鹿

児島市中央卸売市場魚類市場にて購入），2015 年

2 月 12 日， 畑　 晴 陵；KAUM–I. 83795， 体 長

299.5 mm，大隅諸島種子島東岸，熊毛郡中種子

町屋久津沖（30°28′N, 130°51′E），水深 81 m，釣り，

2016 年 2 月 24 日，福見丸．

　記載　計数形質と体各部の体長に対する割合を

Table 1 に示した．体は前後方向に長い卵型で，

やや側扁し，体高は背鰭第 7 棘起部で最大．胸鰭

基底上端は鰓蓋後端よりも僅かに前方に位置し，

胸鰭基底下端は腹鰭第 1–3 軟条基底直上に位置す

る．胸鰭後端は尖り，背鰭第 7 棘起部直下よりも

僅かに後方に達する．腹鰭起部は背鰭起部よりも

僅かに前方に位置し，腹鰭基底後端は背鰭第 2–4

棘基底直下に位置する．たたんだ腹鰭の後端は肛

門に達しない．腹鰭は腋鱗を有する．背鰭起部は

大隅諸島とトカラ列島から得られた
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腹鰭第 1–4 軟条基底直上に位置する．背鰭棘は最

後棘である第 8 棘が最長．背鰭各棘間の鰭膜は深

く切れ込む．背鰭第 1 軟条は第 8 棘よりも長い．

背鰭軟条は第 1 軟条から第 3 軟条にかけて長くな

り，そこから後方の軟条にかけて徐々に短くなる．

臀鰭起部は背鰭第 3–5 軟条基底直下に位置し，臀

鰭基底後端は背鰭基底後端よりも僅かに後方に位

置する．臀鰭棘は第 3 棘が最長で最も太い．尾鰭

後縁は直線状に近いが，後縁中央部は前方に僅か

に凹む．尾鰭の上下両縁は丸みを帯びる．眼は大

きく，眼径は頭長の 24.0–27.0% を占める．眼と

瞳孔は前後方向にやや長い楕円形．鼻孔は 2 対で

眼の前方に位置し，互いに近接する．前鼻孔と後

鼻孔はともに背腹方向に長い楕円形を呈し，前鼻

孔後縁に皮弁をそなえる．吻端は鈍く，下顎先端

は上顎先端よりも僅かに突出する．口裂は大きく，

Fig. 1. Fresh specimens of Glaucosoma buergeri. A: KAUM–I. 83795, 299.5 mm standard length (SL), Tanega-shima, Kagoshima Prefecture, 
Japan; B: KAUM–I. 57887, 343.0 mm SL, Osumi Islands, Kagoshima Prefecture, Japan.
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上顎後端は眼の後端直下のはるかに後方に達す

る．主上顎骨後部上方に前後方向に細長い上主上

顎骨を有する．上鎖骨は鰓蓋と鱗に被われ，外か

ら目視できない．体は剥がれにくい櫛鱗に被われ

るが，両唇，胸鰭腋部，および上主上顎骨は無鱗．

吻部の先端に前後方向に細長い三角形の無鱗域が

あり，無鱗域の後端は前鼻孔前縁間に達する．頭

部の鱗は体側鱗よりも小さいが，主上顎骨，眼の

後方，頬部，主鰓蓋骨には周囲の鱗よりも大きい

鱗がある．鰓蓋後縁は円滑であるが，前鰓蓋骨後

縁は鋸歯状．上顎前部には鋭い円錐歯が 3 列に並

ぶが，側部では 2 列となり，後部では 1 列となる．

鋤骨には 1 列の鋭い円錐歯が並び，口蓋骨には小

円錐歯が密生する．下顎には鋭い小円錐歯が 1 列

に並ぶ．

　色彩　生鮮時の色彩 ― 体背面は暗い茶褐色．

体側上部は翡翠色．側線よりも下方の体側と体腹

面は一様に銀白色．背鰭基底後端に瞳孔よりも僅

かに小さい黒色斑がある．体長 480.0 mm の個体

では体側に目立った模様はないが（Fig. 2A），体

Fig. 2. Fresh specimens of Glaucosoma buergeri. A: KAUM–I. 68567, 480.0 mm SL, Tokara Islands, Kagoshima Prefecture, Japan; B: 
KAUM–I. 57959, 550.0 mm SL, Tanega-shima island, Kagoshima Prefecture, Japan.
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長 299.5 mm と 343.0 mm の個体では体側に瞳孔

よりも細い 5 本の焦げ茶色の縦帯が入る（Fig. 1）．

また，体長 550.0 mm の個体では体側に暗紫色の

雲状斑が散在する（Fig. 2B）．前鰓蓋骨下部と主

上顎骨は黒褐色．背鰭と尾鰭は緑がかった茶褐色．

胸鰭は淡い黒色半透明．腹鰭は白色で，前部は茶

褐色．臀鰭は暗紫色で，縁辺部は白色．虹彩は黒

金色を呈し，瞳孔は青みがかった黒色．

　分布　日本国外ではオーストラリア北西岸，マ

レーシア，ベトナム，中国南岸，および台湾から

知 ら れ て い る（McKay, 1997, 2001； 林・ 萩 原，

2013）．国内では山陰地方，高知県渭南海岸・土

佐湾，長崎県，甑列島上甑島，九州南岸（林，

1976；林・萩原，2013），尖閣諸島（益田ほか，

1975），大隅諸島種子島・馬毛島，およびトカラ

列島北方（本研究）から報告されている．

　備考　鹿児島県産の標本は，背鰭軟条数が 11，

臀鰭軟条数が 9，側線有孔鱗数が 49–51 であるこ

となどが McKay (1997) の報告した G. buergeri の

標徴と一致したため，本種と同定された．

　本研究で薩南諸島産の標本を詳しく調べたとこ

ろ，アオバダイの頭長，眼窩径，体高，尾柄高，

上顎長，臀鰭前長，胸鰭長，腹鰭長，腹鰭棘長，

背鰭基底長，および臀鰭基底長は，成長に伴い相

対的に小さくなることが明らかになった（Table 

1）．

　アオバダイを初めて日本から報告したのは

Temminck and Schlegel (1843) である．彼らは長崎

県 か ら 得 ら れ た ア オ バ ダ イ を Le Glaucosome. 

(Glaucosoma)，すなわち Glaucosoma 属の 1 種と

して報告した．その後，Richardson (1845) は長崎

産と思われる魚の絵に基づき新種 G. buergeri を

記載した．Jordan et al. (1913) は G. buergeri を長

崎県に分布するとし，本種に対し和名アオバダイ

KAUM–I. 83795 KAUM–I. 57887 KAUM–I. 68567 KAUM–I. 57959
Standard length (SL; mm) 299.5 343.0 480.0 550.0
Counts
  Dorsal-fin spines 8 8 8 8
  Dorsal-fin rays 11 11 11 11
  Anal-fin spines 3 3 3 3
  Anal-fin rays 9 9 9 9
  Pectoral-fin rays 16 16 16 16
  Pelvic-fin spines 1 1 1 1
  Pelvic-fin rays 5 5 5 5
  Pored lateral-line scales 51 50 49 49
  Scales above lateral line 12 12 12 13
  Scales below lateral line 22 22 22 21
Measurements (% SL)
  Head length 40.7 39.4 39.1 36.4
  Snout length 11.1 11.1 11.3 10.9
  Orbit diameter 11.1 10.7 9.4 9.2
  Interorbital width 7.6 7.4 7.1 6.6
  Maximum body depth 46.2 44.0 42.2 38.3
  Maximum body width 17.5 18.4 15.4 14.2
  Caudal-peduncle length 20.7 18.3 20.5 19.1
  Caudal-peduncle depth 16.0 15.6 14.8 12.9
  Upper-jaw length 22.7 22.6 22.3 20.6
  Mandible length 26.8 24.9 24.9 22.2
  Pre-dorsal-fin length 44.4 44.0 44.3 39.7
  Pre-anal-fin length 66.7 65.9 65.1 61.6
  Pectoral-fin length 20.6 19.9 19.4 17.9
  Pelvic-fin length 21.5 20.4 18.9 16.7
  Pelvic-fin spine length damaged 11.1 10.9 9.7
  Dorsal-fin base length 45.9 45.1 43.5 39.8
  Anal-fin base length 21.5 20.8 19.8 17.4
  Postorbital length 19.9 19.6 19.8 17.7
  Preorbital depth 5.5 5.3 5.7 5.2

Table 1. Counts and measurements, expressed as percentages of standard length, of specimens of Glaucosoma buergeri from the Satsunan 
Islands, Japan.
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を提唱した．その後，蒲原（1937）は高知市御畳

瀬沖から得られた全長 135–175 mm の本種 3 個体

を G. fauvelii Sauvage, 1881 として報告すると同時

に，和名スジアオバダイを提唱した．現在，G. 

fauvelii は G. buergeri の 新 参 異 名 と さ れ て い る

（McKay, 1997）．また，大植ほか（1953）は渭南

海岸（愛媛県南部から高知県西岸にかけての沿岸

海域）からアオバダイが得られたことを報告し，

片山（1954）は長崎市市場に水揚げされた体長

188 mm の本種 1 個体を報告した．加藤（1956）

はアオバダイの山陰地方沿岸域における分布を報

告し，益田ほか（1975）は本種が尖閣諸島近海で

漁獲されることを報告した．林（1976）は甑列島

上甑島近海で漁獲され，串木野港に水揚げされた

アオバダイを報告したが，標本に基づくものでは

ないものと思われる．林・萩原（2013）は九州南

岸から得られたアオバダイを京都大学所蔵の標本

に基づき報告した．したがって，本研究の記載標

本は薩南諸島におけるアオバダイの標本に基づく

初めての記録となる．
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